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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
で
報
道
等
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど
の
写
真

で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理
解
の

上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や
録
音

は
お
断
り
し
ま
す
。

※
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
と
は
、
医
科
・
歯
科
両
協
会
が
協
同
組
合
会
館
５
Ｆ

に
共
同
で
建
て
た
ホ
ー
ル
の
名
で
す
。

絵　藤田　進 （河内長野市）
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「めし行くぞ」
松本　　博（淀川区）

払
わ
な
く
て
い
い
か
ら
、
来

年
以
降
、
入
部
す
る
後
輩
た

ち
に
同
じ
よ
う
に
し
て
や
り

な
」
だ
っ
た
。
こ
の
言
葉
は

大
学
生
活
で
一
番
印
象
深
か

っ
た
。
そ
の
後
、
後
輩
た
ち

に
し
て
あ
げ
た
か
っ
た
が
、

実
家
は
小
さ
な
町
工
場
。
自

「
め
し
行
く
ぞ
」と
言
っ
て
く

れ
た
。
当
時
、
仕
送
り
も
あ

っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
使
う
こ

と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
く
ら

い
面
倒
を
見
て
も
ら
っ
た
。

毎
日
ご
馳
走
に
な
る
と
、
さ

す
が
に
悪
い
と
思
い
、「
先

輩
、
今
日
は
出
さ
せ
て
く
だ

を
す
る
の
に
も
苦
労
が
あ
っ

た
。
車
が
な
い
と
セ
ブ
ン
・

イ
レ
ブ
ン
に
行
っ
て
帰
っ
て

く
る
だ
け
で
40
分
ぐ
ら
い
か

か
る
所
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う

な
環
境
な
の
で
、
部
の
先
輩

に
車
で
連
れ
て
も
ら
わ
な
い

と
何
も
で
き
な
か
っ
た
こ
と

を
覚
え
て
い
る
。
そ
れ
く
ら

い
ド
田
舎
だ
っ
た
。

　

野
球
部
の
中
で
４
年
生
の

Ｈ
沼
先
輩
が
い
た
。
そ
の
人

は
東
京
の
人
で
、
出
身
も
学

年
も
違
う
僕
を
「
マ
ス
タ

ー
」
と
命
名
し
、
と
て
も
よ

く
し
て
く
れ
た
。

　

部
の
練
習
が
終
わ
る
と
必

ず
、「
マ
ス
タ
ー
、め
し
行
く

ぞ
」
と
毎
日
毎
日
、
ご
飯
に

誘
っ
て
く
れ
た
。
練
習
が
無

い
日
曜
も
必
ず
夕
食
時
間
帯

に
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
、

か
っ
た
僕
は
、
大
学
に
入
っ

て
間
も
な
く
、
親
戚
の
紹
介

で
準
硬
式
野
球
部
に
入
っ

た
。
部
活
動
に
参
加
し
て
い

な
い
と
、
夕
食
を
食
べ
た

り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
買
い
物

さ
い
」
と
言
っ
て
も
、「
い

い
よ
、
別
に
」
と
返
っ
て
く

る
だ
け
。
払
え
て
も
せ
い
ぜ

い
端
数
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。

　

あ
る
時
、
い
つ
も
の
ご
と

く
「
先
輩
出
し
ま
す
よ
」
と

言
っ
た
後
、
そ
の
先
輩
か
ら

返
っ
て
き
た
言
葉
は
「
俺
に

　

１
９
８
９
（
平
成
元
）
年

４
月
、
ま
だ
夜
に
な
る
と
道

路
の
路
面
が
キ
ラ
キ
ラ
と
乱

反
射
し
、
凍
結
し
て
い
る
の

が
分
か
る
。
こ
の
頃
、
僕
は

18
年
間
慣
れ
親
し
ん
だ
大
阪

を
離
れ
、
一
人
信
州
に
や
っ

て
き
た
。
当
時
、
あ
ま
り
お

金
も
な
く
車
も
持
っ
て
い
な

談
話
室　

だ
ん
わ
室

談
話
室　

だ
ん
わ
室

　

年
の
瀬
も
迫
っ
て
旧
臘
12

月
27
日
、
レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ

イ
ン
請
求
義
務
化
撤
回
「
大

阪
訴
訟
」
原
告
団
総
会
が
、

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
盛
大
に
行

わ
れ
た
。

　

本
総
会
は
、
２
０
０
９
年

４
月
11
日
の
原
告
団
結
成
総

会
か
ら
８
カ
月
を
経
た
、
第

２
回
目
の
総
会
で
あ
る
。
こ

の
間
、
３
回
の
口
頭
弁
論
が

行
わ
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
し
か

も
そ
の
中
味
は
我
々
が
訴
え

た
①
医
師
・
歯
科
医
師
の
営

業
の
自
由
を
守
る
こ
と
（
し

か
も
こ
れ
は
患
者
の
医
療
を

受
け
る
権
利
を
守
る
こ
と
）

②
患
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

守
る
こ
と
③
省
令
で
こ
の
よ

う
な
重
大
な
こ
と
を
決
め
て

よ
い
の
か―

―

な
ど
の
根
幹

部
分
に
対
す
る
実
質
的
な
審

議
が
全
く
行
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
勝
利
宣
言
に
向
け
て
の

収
束
の
方
向
を
探
る
と
い
う

総
会
と
な
っ
た
。

　

レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
義

利
を
守
り
国
民
医
療
を
守
る

我
々
の
活
動
は
、
幾
度
の
困

難
を
乗
り
越
え
目
下
運
動
中

で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
今

回
の
経
験
か
ら
多
く
を
学
び

生
か
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
ろ

う
。

　

戦
わ
ず
し
て
勝
利
す
る
こ

　

元
来
、
訴
訟
に
よ
っ
て
国

民
の
権
利
を
守
ろ
う
と
す
る

運
動
は
、
長
期
に
わ
た
る
こ

と
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
常
識
か
ら
す
れ

ば
、
異
例
の
展
開
と
な
っ
た

と
い
え
る
。

　

し
か
し
、
い
ま
だ
課
題
も

残
っ
て
い
る
。
保
険
医
の
権

会
傘
下
の
各
協
会
あ
げ
て
の

運
動
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

そ
の
中
で
、
大
阪
原
告
団
が

医
科
・
歯
科
あ
わ
せ
て
４
４

９
人
、
神
奈
川
訴
訟
を
あ
わ

せ
る
と
２
２
０
０
人
に
迫
る

原
告
団
が
短
期
間
に
で
き

た
。
な
ぜ
こ
れ
だ
け
の
体
制

と
な
ど
あ
り
え
な
い
。
06
年

４
月
厚
労
省
令
１
１
１
号
オ

ン
ラ
イ
ン
義
務
化
発
令
後
、

そ
の
違
法
性
を
訴
え
て
の
署

名
運
動
、
国
会
請
願
、
総
選

挙
の
争
点
化
へ
の
各
党
議
員

要
請
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
対
応
な
ど
、
全
国
の
保
険

医
、
全
国
保
険
医
団
体
連
合

　

東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地

区
は
、
占
部
一
彦
氏
（
八
尾

徳
洲
会
総
合
病
院
歯
科
口
腔

外
科
部
長
）
を
講
師
に
、
12

月
19
日
、「
口
腔
粘
膜
疾
患

の
診
察
に
あ
た
っ
て―

簡
易

診
断
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
提
案

―

」
を
八
尾
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー

ル
で
開
き
、
17
人
が
参
加
し

た
。

　

占
部
氏
は
、
歯
科
医
院
で

治
療
可
能
な
疾
患
は
、
内
服

薬
・
軟
膏
・
含
嗽
剤
な
ど
薬

物
療
法
適
応
症
例
に
限
定
さ

れ
る
と
述
べ
た
。
ま
た
、
粘

膜
疾
患
を
診
る
際
、
経
過
観

察
か
、
治
療
す
る
か
、
口
腔

外
科
に
紹
介
す
る
か
咄
嗟
の

判
断
が
求
め
ら
れ
る
が
、
患

者
へ
の
問
診
で
多
く
の
情
報

を
得
る
こ
と
が
最
も
重
要
で

あ
る
と
説
明
し
た
。

　

ま
た
同
氏
は
、
判
断
の
参

考
と
な
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
提

示
。
チ
ャ
ー
ト
形
式
で
、
自

覚
し
た
時
期
、
疾
病
サ
イ
ズ

の
変
化
、
疼
痛
や
開
口
障
害

・
口
唇
の
知
覚
異
常
の
有
無

な
ど
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
、

口
腔
外
科
へ
の
紹
介
状
の
重

要
性
を
強
調
し
た
。

　

占
部
氏
の
講
演
は
、
良
性

疾
患
・
炎
症
疾
患
・
悪
性
疾

患
の
区
別
・
診
断
に
活
か
せ

る
も
の
で
、
日
々
の
診
療
に

す
ぐ
に
役
立
つ
有
意
義
な
企

画
で
あ
っ
た
。

（
東
大
阪
市
・
中
西
幹
夫
）

オ
ン
ラ
イ
ン
義
務
化
撤
回
訴
訟
の

歴
史
的
勝
利
を
会
員
の
成
果
に

玉
川　

和
隆（
城
東
区
）

が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

遠
く
は
戦
前
の
医
療
民
主

化
の
流
れ
を
く
み
、
戦
後
も

多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
進
め

ら
れ
た
保
険
医
の
運
動
は
、

１
９
６
９
年
に
結
成
さ
れ
70

年
代
に
大
き
く
前
進
し
た
、

保
険
医
団
体
連
合
会
に
象
徴

さ
れ
る
保
険
医
運
動
の
大
き

な
流
れ
を
思
い
出
さ
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
。

　

我
々
の
保
険
医
の
運
動

は
、
他
に
例
を
み
な
い
医
科

・
歯
科
一
体
の
組
織
の
み
な

ら
ず
、
平
和
を
守
り
、
民
主

主
義
、
国
民
生
活
と
権
利
を

守
る
各
層
、
各
団
体
と
連
帯

し
一
歩
ず
つ
歩
ん
で
38
年
、

そ
の
集
大
成
と
し
て
の
今
回

の
初
歩
的
で
は
あ
る
が
、
保

険
医
運
動
に
お
け
る
歴
史
的

と
も
い
え
る
成
果
の
意
義
を

多
く
の
会
員
の
も
の
と
し
た

い
も
の
で
あ
る
。

分
に
入
る
仕
送
り
も
あ
ま
り

な
く
、
結
局
、
下
の
人
た
ち

に
は
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。

　

あ
れ
か
ら
20
年
が
経
っ

た
。
Ｈ
沼
先
輩
は
、
ご
馳
走

す
る
こ
と
も
大
事
だ
が
、
い

ろ
ん
な
こ
と
で
人
に
愛
情
を

か
け
な
さ
い
、
と
教
え
て
く

れ
た
と
思
う
。
そ
の
教
え
と

と
も
に
、
少
し
で
も
他
者
へ

の
思
い
や
り
が
実
現
で
き
れ

ば
い
い
と
、
今
は
思
っ
て
い

る
。「
Ｈ
沼
先
輩
、
あ
ざ
っ

ー
し
た
っ
！　

礼
」

日
時　

２
月
20
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

木
村
好
秀
氏
（
技
工
士
・
和
田
精
密
歯
研
㈱
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

「
技
工
の
先
端
領
域
」

大
阪
市
西
部
地
区
講
習
会

【
一
部
】「
婦
人
科
領
域
の
最
新
の
話
題
」

日
時　

２
月
27
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

会
場　

天
王
寺
東
映
ホ
テ
ル
４
階
「
桜
の
間
」　

定
員　

30
人　
　

会
費　

無
料

講
師　

岡
本
薫
氏（
西
区
か
お
る
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

【
二
部
】
ち
ょ
っ
と
遅
め
の
新
年
会

日
時　

同
日
午
後
４
時
30
分
〜
６
時
30
分

会
費　

６
千
円
（
新
年
会
参
加
費
）

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会
主
催
ち
ょ
っ
と
遅
め
の
新
年
会

日
時　

２
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

講
師　

柄
溝
宗
生
氏
（
協
会
顧
問
団
税
理
士
）

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

会
費　

会
員
・
会
員
家
族
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

※ 

『
保
険
医
の
経
営
と
税
務　

２
０
０
９
年
分
確
定
申
告
版
』

を
ご
持
参
く
だ
さ
い

「
税
理
士
任
せ
に
し
な
い
確
定
申
告
の
ポ
イ
ン
ト
」

確
定
申
告
対
策
講
習
会（
医
科
・
歯
科
共
催
）

日
時　

２
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

齋
藤
稔
正
氏（
立
命
館
大
学
文
学
部
教
育
人
間
学
特
任
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

「
歯
科
患
者
の
心
理
と
対
応
」

２
月
度
生
涯
研
修

務
化
の
基
と
な
る
省
令
１
１

１
号
は
改
廃
さ
れ
、
11
月
25

日
発
令
の
省
令
１
５
１
号
に

よ
っ
て
、
我
々
の
起
こ
し
た

訴
え
は
「
法
廷
に
て
は
正
に

戦
わ
ず
し
て
」
全
面
的
勝
利

と
も
言
え
る
成
果
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

松
本
先
生
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
次
回
３
月
15

日
付
は
、
松
本
先
生
の
ご
紹

介
で
、
井
上
博
正
先
生
（
東

大
阪
市
）
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

さ
れ
ま
す
。

東大阪・八尾
・柏原地区

口
腔
粘
膜
疾
患
の
診
察

簡
易
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
提
案

日
時　

３
月
６
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

会
場　

茨
木
市
福
祉
文
化
会
館（
オ
ー
ク
シ
ア
タ
ー
）101
号
室

定
員　

30
人

講
師　
山
内
義
之
氏（
芦
屋
市
開
業　

山
内
歯
科
口
腔
外
科
院
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

※
午
後
６
時
か
ら
地
区
総
会
を
行
い
ま
す

「
病
院
歯
科
の
カ
シ
コ
イ
使
い
方
〜
こ
れ
か
ら
の
病
診
連
携
を
目
指
し
て
〜
」

三
島
地
区
総
会
・
記
念
講
演

日
時　

３
月
７
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

講
師　

藤
木
省
三
氏
（
日
本
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
究
会
代
表
）

　
　
　

サ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル

会
場　

保
険
医
会
館
５
階

内
容　

①
総
会
②
記
念
講
演
③
ス
ー
パ
ー
ボ
ン
ド
の
活
用

会
費　

会
員
無
料
（
会
員
同
伴
の
Ｄ
Ｈ
・
助
手
も
無
料
で
参

加
で
き
ま
す
）・
未
入
会
者
１
万
円

「
予
防
歯
科
の
最
前
線―

患
者
と
と
も
に
過
ご
す
歯
科
医
療―

」

南
河
内
地
区
総
会
・
記
念
講
演


